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「三重県いじめ防止条例（仮称）」素案の概要 

１ 目的 

いじめが、いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、そ

の心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生

命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み、児

童生徒の尊厳を保持するため、いじめの防止対策の基本理念を定め、県、学校

の設置者、学校及び教職員の責務、保護者、県民、事業者及び子どもの役割を

明らかにし、いじめの防止等の対策に関する基本的な事項を定めることにより、

児童生徒が健やかに成長し、安心して生活できる社会をつくる。 

 

２ 定義 

【いじめ】 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童

生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を

与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行

為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。 

【学校】 

県内に所在する学校教育法第一条に規定する小学校、中学校、義務教育学校、

高等学校、中等教育学校及び特別支援学校（幼稚部を除く） 

【児童生徒】 

学校に在籍する児童又は生徒 

【保護者】 

親権を行う者（親権を行う者のないときは、未成年後見人） 

【いじめの防止等】 

いじめの未然防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処 

 

３ 基本理念 

いじめの防止等の対策は、次の事項を基本理念として行わなければならない。 

・児童生徒をはじめとするすべての県民が、一人ひとりの違いを認め合い、 

個性を大切にし、多様性を尊重することの重要性を理解する。 

・いじめは、誰にでもどこでも起こりうることに鑑み、いじめは学校だけの問 

題ではなく、社会全体の問題であるとの認識に立ち、学校内外のいじめの問 

題を克服することを目指す。 

・いじめから「子どもを徹底して守り通す」ため、学校、家庭、県民及び事 

業者その他関係者が連携協力し、社会総がかりで取り組む。 

・いじめ対策に取り組むことで、すべての県民が「心豊かに安全・安心で快 

適に生活できる」社会を目指す。 
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４ いじめの禁止 

・児童生徒は、いじめを行ってはならない。 

・児童生徒は、いじめを認識しながら、傍観することがないよう努める。 

 

５ 責務・役割 

① 県の責務 

いじめの防止等のための対策について、国、市町その他のいじめの防止等 

に関係する機関及び団体と連携協力し、施策を総合的に策定し、実施する。 

② 学校設置者の責務 

設置する学校におけるいじめの防止等のために、国、県その他関係する機 

関及び団体と連携協力し、必要な措置を講ずる。 

③ 学校・教職員の責務 

・学校及び学校の教職員は、保護者、地域住民等と連携協力し、児童生徒が 

一人ひとりの違いを認め合い、個性を大切にし、いじめに関する問題を主 

体的に考え、行動する力を育むことを通じて、学校全体でいじめの未然防 

止に取り組む。 

・学校の教職員は、その言動が児童生徒に大きな影響があるとの認識のもと、 

児童生徒一人ひとりの理解、いじめの早期発見に努め、児童生徒がいじめ 

を受けていると思われるときは、適切に対処する。 

・学校は、いじめの防止等の取組を実効的に行うため、教職員間の情報の共 

有、協力体制の構築を行い、組織的に対応する。 

・学校は、児童生徒の豊かな情操を培い、良好な人間関係を築く素地を養う 

ため、全ての教育活動を通じて道徳教育及び体験活動等の充実を図る。 

④ 保護者の役割 

・保護する児童生徒の教育について第一義的責任を有するものであることか 

ら、その保護する児童生徒の話を聞き、様子を見守るとともに、いじめを 

行うことがないよう、規範意識を養い、自らを大切に思う気持ちや他者を 

思いやる心を育むための指導を行うよう努める。 

・保護する児童生徒がいじめを受けた場合には、適切にいじめから保護する。 

・国、県、学校の設置者及び学校が講ずるいじめの防止等のための措置に協 

力するよう努める。 

⑤ 県民及び事業者の役割 

・地域において児童生徒を見守り、関係者と連携協力し、児童生徒が安心し 

 て過ごせる環境づくりに努める。 

・いじめを発見したとき、または疑いがあると思われるときは、県、市町、

学校その他の関係者に情報を提供するよう努める。 

・いじめの防止の取組を主体的に行うよう努める。 

・児童生徒が自他を大切にする心を育み、自己肯定感が高められるよう支援 

に努める。 
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⑥ 子どもの役割 

・自分自身を大切にするとともに、他の児童生徒の個性を尊重し、いじめの 

ない学校生活に努める。 

・いじめを発見した場合または疑いがあると思われるときは、傍観すること 

なく学校や家族、友だちなどに相談するなど、主体的に行動するよう努め 

る。 

 

６ 財政上の措置等 

・県は、いじめの防止等のための対策を推進するために必要な財政上の措置 

その他の必要な措置を講ずるよう努める。 

 

７ いじめ防止基本方針 

・県は、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するための 

いじめ防止基本方針を定める。 

・県は、いじめに関する状況の変化を踏まえ、必要があるときは、いじめ防 

止基本方針を変更する。 

・県は、いじめ防止基本方針を定め、又は変更したときは公表する。 

 

８ 学校いじめ防止基本方針 

・学校は、保護者や地域住民等の協力を得て、学校いじめ防止基本方針を定 

める。 

・学校は、学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施状況を学校評価の項 

目に位置付け、学校評価の結果を踏まえ取組の改善を図るよう努める。 

・学校は、学校いじめ防止基本方針を定め、又は変更したときは公表する。 

 

９ いじめ防止等の組織の活用 

・県は、三重県いじめ問題対策連絡協議会における関係機関及び団体との連 

携による成果、三重県いじめ対策審議会における調査及び研究の成果が、 

学校及び学校の設置者のいじめの防止等の対策に適切に活用されるよう必 

要な施策を講ずるよう努める。 

 

10 いじめの早期発見のための措置 

・学校の設置者及び学校は、家庭、地域と連携して、児童生徒のいじめに対 

する意識を高めるよう取り組むとともに、いじめを早期に発見するための 

定期的な調査、面談等を実施する。 

・県は、児童生徒、保護者等が安心していじめの通報及び相談ができるよう 

相談窓口の充実、その他必要な措置を講ずる。 

11 いじめの防止のための人材確保と資質向上 

・県は、いじめの防止、早期発見、早期対応が専門的知識に基づき適切に行 
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われるよう、研修等を通じた教職員の資質向上、心理、福祉等の専門的知 

識を有する者の確保と適切な配置を行う。 

 

12 ソーシャル・ネットワーキング・サービス等を通じて行われるいじめに対

する対策の推進 

・県は、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下「ＳＮＳ」という。） 

等の特性を踏まえ、児童生徒や保護者に対して、ＳＮＳを通じて行われる 

いじめの防止に必要な啓発を行う。 

・県は、ＳＮＳ等を通じて行われるいじめに関する事案に対処する体制の整 

備に努める。 

・学校の設置者及び学校は、ＳＮＳの適切な利用について、児童生徒が自ら 

考え、議論などをする機会の提供に努める。 

・学校は、ＳＮＳ利用の適切で安全な利用方法など、情報モラル教育の充実 

に努めるとともに、保護者に対して、必要な啓発活動を行う。 

 

13 啓発活動 

・県は、いじめの防止等に関係する機関及び団体と連携協力し、いじめの防 

止の重要性、いじめの相談制度、などについて必要な啓発を行う。 

・県は、いじめの防止等に関する県民の理解を深め、社会総がかりでいじ  

めの防止等に取り組むため、いじめ防止強化月間を設ける。 

 

14 学校相互間の連携協力体制の整備 

・県は、いじめを受けた児童生徒といじめを行った児童生徒が同じ学校に在 

籍していない場合でも、当該児童生徒等に対する指導などを適切に行うこ  

とができるよう、学校相互間の連携協力が図られるよう努める。 

 

15 重大事態の対処 

① 重大事態への対処 

・県は、県立学校で重大事態が発生した場合には、関係機関と連携して、法   

に規定する措置等を迅速かつ適切に行う。 

・県は、児童生徒又はその保護者から、相談を受けた場合には、学校や関係 

機関による措置が迅速かつ適切に実施されるよう、当該学校や関係機関へ 

の情報提供等を行う。 

② 知事による対処 

・知事は、県立学校の重大事態に係る調査結果の報告を受けた場合は、重大  

事態への対処又は当該重大事態と同種の事態の発生の防止のため必要があ 

ると認めるときは、法の規定により調査を行う。 

 


